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第
46
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

　

�

鳥
取
県
東
部
森
林
組
合
定
款
等
の
改
正
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

�

令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
、
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　

�

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　

�

技
能
員
作
業
場 

兼 

組
合
倉
庫
建
築
に
係
る

　

�

実
施
設
計
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

�

令
和
７
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

�

令
和
７
年
度
中
の
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　

令
和
７
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　

役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

そ
の
他

　

株
式
会
社
東
部
林
業
の
経
営
報
告
に
つ
い
て

嶋沢組合長の開会のあいさつ

令
和
７
年
度 

第
46
回
通
常
総
代
会
を
開
催

　

令
和
７
年
３
月
29
日
、
第
46
回
通
常
総
代
会
を
「
と
り
ぎ

ん
文
化
会
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
現
在
総
代
数
２
１
５
名
の
う
ち
、
本
人
出
席
92

名
、
書
面
議
決
91
名
、
委
任
状
11
名
、
合
計
１
９
４
名
の
出

席
を
得
て
、
第
１
号
議
案
「
鳥
取
県
東
部
森
林
組
合
定
款
等

の
改
正
に
つ
い
て
」
か
ら
第
９
号
議
案
「
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
」
ま
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。



令
和
７
年
度 

鳥
取
県
東
部
森
林
組
合 

第
46
回
通
常
総
代
会
あ
い
さ
つ
要
旨

（
令
和
7
年
3
月
29
日
）�

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
組
合
長    

嶋嶋  

沢　

和

沢　

和  

幸　幸　

 

１ 

は
じ
め
に

　

本
日
は
、
総
代
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い

中
、
令
和
７
年
度
第
46
回
通
常
総
代
会
に
御

出
席
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
組
合
事
業
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
御
支
援
・
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

 

２ 

森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況

　

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
し
て
の
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
森
林
が
約
７
割

を
占
め
る
国
土
の
強
靱
化
、
国
民
の
４
割
上

が
発
症
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
花
粉
症

の
発
生
源
対
策
な
ど
環
境
面
で
、
世
界
情
勢

や
為
替
相
場
に
影
響
さ
れ
な
い
国
産
材
へ
の

転
換
に
よ
る
国
産
材
の
安
定
供
給
な
ど
経
済

面
で
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
期
待
が
大
き

く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
、
戦
後
の
高
度

経
済
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
ス
ギ
を
中
心
と

し
た
人
工
林
の
約
６
割
（
ス
ギ
に
つ
い
て
は

約
７
割
）
が
50
年
生
を
超
え
て
、
本
格
的
な

令和６年度貸借対照表　　　　　　　　　　（千円）

科目 金額 科目 金額

流
動
資
産

現金 136

流
動
負
債

未払金 49,944
預金 222,441 未払金法人税等 8,800
売掛金 28 前受金 101,524
棚卸資産 1,927 預り金 18,964
前払費用 90,862 仮受金 2,074
未収金 279,137
前渡金 6,582 流動負債計 181,306
差入保証金 100 固

定
負
債

退職給付引当金 72,797
仮払金 5,166
雑資産 10 固定負債計 72,797

流動資産計 606,389 負債合計 254,103

固
定
資
産

建物 64,121

純
資
産

出資金 112,608
建物付属設備 3,109 法定準備金 124,000
構築物 2,568 損失補てん積立金 50,000
機械装置 27,078 高性能林業機械積立金 210,000
車輌運搬具 5,556 技能員作業場兼組合倉庫等整備積立金 60,000
工器具備品 1,756 当期剰余金 20,249
土地 59,089 前期繰越剰余金 2,739
建物仮勘定 0 資本準備金 1,975
森林 2,112
ソフトウェア 420
外部出資 21,320
差入敷金 340
農林年金長期前納負担金 26,127
退職給与積立金 15,689

固定資産計 229,285 純資産合計 581,571
資産合計 835,674 負債・純資産合計 835,674

利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、こ
の
人
工
林
を「
伐

っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い

う
循
環
林
業
（
皆
伐
・
再
造
林
）
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的

に
皆
伐
・
再
造
林
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
花

粉
の
多
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
伐
採
し
た
後
に

は
、
成
長
が
早
く
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
の

苗
木
な
ど
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

 

３ 

令
和
６
年
度
事
業
実
績

　

組
合
員
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
組
合
一
丸
と
な
っ
て
、
事
業

量
の
確
保
や
効
率
的
な
事
業
実
施
に
全
力
で

取
り
組
ん
だ
結
果
、
皆
伐
・
再
造
林
事
業
や

搬
出
間
伐
事
業
、
植
栽
事
業
な
ど
を
順
調
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
事
業
を
利

用
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
、
前

年
度
以
上
の
負
担
額
助
成
や
利
益
還
元
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
素
材
生
産
量
も
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

を
中
心
に
55
千
㎥
と
な
り
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、

10
年
前
の
約
３
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
事
業
取
扱
高
は
、
林
産
事
業
や
造
林
事

業
の
増
加
等
に
よ
り
、
１
５
８
０
百
万
円
と

な
り
、
前
年
度
に
続
き
、
過
去
最
高
を
更
新

す
る
と
と
も
に
、
10
年
前
の
約
１
・
８
倍
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
業
の
儲
け
で
あ
る
事
業
利
益

は
、
24
百
万
円
を
確
保
で
き
、
10
年
連
続
で

20
百
万
円
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て

い
る
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
の
皆
伐
・

再
造
林
を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
い
く
中

で
、
組
合
員
の
皆
様
に
「
組
合
員
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

４ 

令
和
７
年
度
経
営
方
針

東部森林組合だより　令和７年６月号　No.108［2］



令 和 ６ 年 度 損 益 計 算 書（ 取 扱 高 ）　（千円）

科　目 金　額 備　考
事業総損益
　収益 1,576,482 ①
　費用 1,552,425 ②
事業利益 24,057 ③ =①ー②
事業外損益
　事業外収益 1,785 ④
　事業外費用 1,186 ⑤
　事業外損益 599 ⑥ =④－⑤
経常利益 24,656 ⑦ =③＋⑥
特別損益
　特別利益 20,391 ⑧
　特別損失 19,000 ⑨
　特別損益 1,391 ⑩ =⑧－⑨
税引前当期利益 26,047 ⑪ =⑦＋⑩
法人税及び住民税 5,798 ⑫
当期剰余金 20,249 ⑬ =⑪－⑫
前期繰越剰余金 2,739 ⑭
当期未処分剰余金 22,988 ⑬＋⑭

剰 余 金 処 分 案 　 　 　 　 　（千円）
適　　用 内　訳 小　計 合　計

Ⅰ当期未処分剰余金 22,988
　１当期剰余金 20,249
　２前期繰越剰余金 2,739
Ⅱ剰余金処分額
　１法定準備金
　２任意積立金
　　①高性能林業
　　　　　機械等積立金

16,000

4,100
16,000

20,100

Ⅲ次期繰越剰余金 2,888

令和6年度
事業実績

(総事業取扱高)

令和7年度
事業目標

(総事業取扱高)

販売部門
619,327

森林整備部門
737,750

森林整備部門
956,752

販売部門
877,956

指導部門  403 指導部門  0

単位：千円

1,615,706
総事業取扱高

1,576,482
総事業取扱高

（千円） （千円）

販売部門
619,327

森林整備部門
737,750

森林整備部門
956,752

販売部門
877,956

指導部門  403 指導部門  0

単位：千円

1,615,706
総事業取扱高

1,576,482
総事業取扱高

（千円） （千円）

事　業　名 令和６年度  実績 (A) 令和７年度  計画 (B) 前年度対比(%)  (B)/(A)

植
栽

再造林 (ha) 55 80 145%
松くい虫被害跡地整備 (ha) 2 3 150%
竹林整備 (ha) 5 3 60%
センダン (ha) 4 6 150%

計 66 92 139%

素
材
生
産

主伐 (皆伐 )
面積 (ha) 58 90 155%
材積 (m3) 41,439 51,000 123%

搬出間伐
面積 (ha) 157 100 64%
材積 (m3) 13,736 9,000 66%

計
面積 (ha) 215 190 88%
材積 (m3) 55,175 60,000 109%

１　高性能林業機械等積立金
（１）積立目的　 �当組合の所有する高性能林業機械等の将来において

更新・修繕等に備えるため。
（２）積立目標額 526,000,000円
（３）積立基準　 �毎事業年度の剰余金処分において、高性能林業機械

等に必要な経費に充当する額を積立てる。

　

今
年
の
10
月
18
日
・
19
日
に
は
、
林
業
技

術
・
安
全
作
業
意
識
の
向
上
、
新
規
林
業
就

業
者
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
第
４
回
日
本

伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
in
鳥
取
」
が
鳥

取
砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
は
、
世
界
大
会
へ
出
場
す
る

日
本
代
表
選
手
を
選
出
す
る
大
会
と
な
り
、

全
国
か
ら
多
く
の
優
秀
な
選
手
が
出
場
し
ま

す
。
本
組
合
か
ら
も
選
手
及
び
審
判
員
と
し

て
参
加
し
ま
す
。
こ
の
大
会
が
本
組
合
を
始

め
、
県
内
の
新
規
就
業
者
数
の
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
様
も
御
来
場
・
御
観
戦
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

最
近
の
岩
手
県
大
船
渡
市
、
岡
山
市
、
今

治
市
で
の
大
規
模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
春
先
（
２
月
～
５
月
）
は
乾
燥

し
、
強
風
が
吹
き
や
す
く
、
火
災
が
多
く
発

生
す
る
時
期
で
す
。

　

皆
様
も
こ
の
時
期
に
は
野
焼
き
、
火
入
れ

等
は
避
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

 

６ 

結
び
に

　

今
後
と
も
、
本
組
合
の
事
業
の
継
続
と
更

な
る
事
業
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
・
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
５ 
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

令和７年度の主要事業の数値目標

 ［3］東部森林組合だより　令和７年６月号　No.108



新
役
員
の
紹
介

代表理事組合長

嶋
しま

沢
ざわ

　和
かず

幸
ゆき

 第５区（気高町）

理事（事業委員長）

森
もり

本
もと

　茂
しげ

美
み

 第 4区（旧鳥取市）

理事（総務委員長）

房
ふさ

安
やす

　光
みつ

暁
あき

 第７区（青谷町）

常務理事

村
むら

上
かみ

　哲
てつ

朗
ろう

有　識　者

理事（総務副委員長）

中
なか

村
むら

　晴
はる

通
みち

 第 4区（旧鳥取市）

理　事

長
は

谷
せ

川
がわ

 正
まさ

昭
あき

 第 7区（青谷町）

理　事

井
いの

上
うえ

　一
かず

洋
ひろ

 第 6区（鹿野町）

理事（事業副委員長）

田
た

中
なか

　正
まさ

雄
お

 第 4区（旧鳥取市）

理　事

矢
や

田
た

　和
かず

典
のり

 第 6区（鹿野町）

理　事

小
こ

谷
だに

　敏
さとし

 第１区（岩美町）

理　事

山
やま

根
ね

　健
つよし

 第 2区（福部町）

理　事

宮
みや

本
もと

　純
じゅんいち

一
 第１区（岩美町）

理　事

土
ど

居
い

　喜
よし

実
み

 第 4区（旧鳥取市）

理　事

太
おお

田
た

　順
じゅんいち

一
 第 3区（国府町）

理　事

寺
てら

垣
がき

 伸
しんいちろう

一郎
 第１区（岩美町）

理　事

湯
ゆ

村
むら

　正
ただし

 第 3区（国府町）

代表監事

小
こばやし

林　正
まさ

和
かず

 第 7区（青谷町）

監　事

岸
きし

本
もと

　一
かず

之
ゆき

 第 3区（国府町）

監　事

松
まつ

本
もと

　泰
やすし

 第 4区（旧鳥取市）

　

令
和
７
年
２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
推
薦
会
議
に
お
い
て
、
理
事
16
名
、
監
事
３
名
の
役
員
候
補
者
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
７
年
３
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
46
回
通
常
総
代
会
で
役
員
選
任
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
新
役
員
が
決
定
し
、
ま
た
、
同
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
嶋
沢 

和
幸

理
事
が
代
表
理
事
組
合
長
（
常
勤
）
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
任
期
は
令
和
７
年
３
月
29
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
の
総
代
会
ま
で
と
な
り
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
議
席
順
）
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嶋
沢
組
合
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
本
組
合
の
事
業
取
組
状
況
の
説
明
に
続
き
、
村
上
常
務
及

び
若
林
参
事
か
ら
「
令
和
６
年
度
事
業
実
績
・
決
算
」「
令
和
７
年
度
事
業
取
組
方
針
」
の
説

明
を
行
っ
た
後
、
組
合
事
業
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、
組
合
事
業
に
つ
い
て
ご
質
問
や
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
森

林
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
地
区
座
談
会
の
開
催
に
際
し
、
岩
美
町
・
国
府
町
の
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
雪
に

よ
る
開
催
日
の
急
な
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地　
区

開
催
日
時

場　
　
所

参
加
総
代
数

青
谷
町

令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
）

　
　
9
時
30
分
～
10
時
30
分

鳥
取
市
立
日
置
谷
地
区
公
民
館

９
人

鹿
野
町

気
高
町

令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
）

　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

鳥
取
市
立
鹿
野
地
区
公
民
館

10
人

旧
鳥
取
市

令
和
７
年
２
月
９
日
（
日
）

　
　
9
時
30
分
～
10
時
30
分

鳥
取
県
東
部
森
林
組
合

19
人

福
部
町

令
和
７
年
２
月
９
日
（
日
）

　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

４
人

岩
美
町

令
和
7
年
２
月
13
日
（
木
）

　
　
　
9
時
30
分
～
10
時
30
分

岩
美
町
中
央
公
民
館

23
人

国
府
町

令
和
7
年
２
月
13
日
（
木
）

　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

18
人

計

83
人 意見交換会であいさつする嶋沢組合長

（２月１３日岩美町地区）

　

令
和
７
年
２
月
７
日
㈮
、９
日
㈰
、

13
日
㈭
に
か
け
て
、各
地
区
の
総
代

の
皆
さ
ん
と
の
地
区
座
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
座
談
会

を
開
催

鳥取県東部森林組合組織図

総 務 部 長
濵本  真奈美

参事　　　若林　哲夫

常務理事　　村上　哲朗

代表理事組合長　　嶋沢　和幸

職　員
技能員
　計

25 名
46 名
71 名

38 歳
40 歳
39 歳

 3,033 名
 215 名
　　　　　　 理事　  16 名 総務委員 7 名
  事業委員 7 名
　　　　　　 監事　　 ３名

技能員 （4班20名）

林 産 一 課
課長　竹内　貴裕

課員　4名

技能員 （3班11名）

●
搬
出
間
伐
事
業（
作
業
道
含
む
）の
計
画
、実
施

●
森
林
経
営
計
画
の
作
成

●
林
業
専
用
道
の
計
画

●
重
機
管
理

整 備 課
（兼）課長　後藤  岳史

課員 ５名うち兼務１名

●
造
林(

搬
出
間
伐
除
く
）事
業
の
計
画
、実
施

●
森
林
経
営
計
画
の
作
成

●
獣
害
対
策

区分 人数 平均年齢

事 業 部 長
古川　晶朗

総 務 課

（課員　２名）

総 務 課
課長　南城　順子

課員　１名

●
資
産
管
理

●
組
合
員
及
び
役
員
関
係

●
賃
金
及
び
給
与

経 営 課
課長　森田　佳代

課員　２名

●
補
助
金
関
係

●
安
全
衛
生

●
緑
の
担
い
手
事
業

●
利
用
事
業

●
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

課長　山本　文也

課員　5名

技能員 （3班15名）

●
主
伐
再
造
林
事
業（
作
業
道
含
む)

の
計
画
、実
施

●
森
林
経
営
計
画
の
作
成

●
林
業
専
用
道
の
計
画

●
重
機
管
理

林 産 二 課
課長　後藤　岳史

●
林
業
専
用
道
の
設
計
・
施
工
・
管
理

●
作
業
道
の
管
理

●
巡
視
業
務

路 網 課

課員 ２名うち兼務１名

⎡ ⎤
｜ ｜ 
⎣ ⎦

組合員
総代会

役員会

令和７年４月２日現在
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建
築
関
連
、
各
自
治
体
等
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
「
木
」
に
関

わ
る
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
本
組
合
の
活
動
も
知
っ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
関
係
者
が
繋
が
り

を
広
げ
、
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

セ
ン
ダ
ン
は
生
長
が
早
く
、
強
度
が
高
い
、
ケ
ヤ
キ
に
似
た

美
し
い
木
目
の
早
生
広
葉
樹
で
、
家
具
材
や
内
装
材
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
組
合
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
に
荒
廃
農
地
を
中
心
に
約
12 

ha
を
造
林
し

て
い
ま
す
。

�

文
責　

経
営
課
課
長　

森
田
佳
代

「
国
産
広
葉
樹
活
用
サ
ミ
ッ
ト
九
州
２
０
２
５
in
大
川
」

�

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
組
合
長
が
登
壇

　

令
和
７
年
１
月
15
日
、「
国
産
広
葉
樹
活
用
サ
ミ
ッ
ト
九
州

２
０
２
５
in
大
川
」（
主
催
：
協
同
組
合 

福
岡
・
大
川
家
具
工

業
会
）
が
福
岡
県
大
川
市
で
開
催
さ
れ
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
未
来
へ
繋
ぐ
人
と
森
と
家
具
」
～
セ
ン
ダ
ン
が
育
む
地
域
と

循
環
～
に
嶋
沢
組
合
長
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
）
に
は
、
嶋
沢
組
合
長
の
外
に
、
毎
年
、
福
岡
・
大
川
家
具

工
業
会
と
セ
ン
ダ
ン
の
協
働
植
樹
を
行
っ
て
い
る
「
福
岡
県
八

女
森
林
組
合
」、「
宮
崎
県
諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
」
か
ら

も
代
表
者
が
登
壇
さ
れ
、
林
業
の
現
状
、
セ
ン
ダ
ン
植
樹
の
き

っ
か
け
や
セ
ン
ダ
ン
育
成
の
課
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
早
生
樹
セ
ン
ダ
ン
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
植
樹
活
動
の
促
進
や
家
具
用
材
な
ど
の

安
定
需
給
、地
域
の
経
済
活
性
化
や
雇
用
創
出
に
繋
が
る
こ
と
、

ま
た
、
植
樹
や
国
産
材
の
利
活
用
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
再
生
産
可
能
な
セ
ン
ダ
ン

造
林
を
目
指
し
、
木
材
加
工
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
セ
ン
ダ

ン
の
一
層
の
可
能
性
を
追
求
し
、
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
き
た

い
と
の
方
向
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、森
林
組
合
、林
業
家
、家
具
小
売
店
や
設
計
・
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令
和
７
年
３
月
21
日
、
鳥
取
市
広
岡
地
内
の
荒
廃
農
地
に
お
い
て
、
６
回
目
と

な
る
福
岡
・
大
川
家
具
工
業
会
と
の
早
生
樹
セ
ン
ダ
ン
の
協
働
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

　

福
岡
・
大
川
家
具
工
業
会
か
ら
の
３
名
に
加
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
宮
崎
県

諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
３
名
が
来
県
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、今
回
は
、

東
伯
郡
北
栄
町
に
あ
る
老
舗
家
具
メ
ー
カ
ー
の
㈱
新
木
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
新

木
代
表
取
締
役
社
長
と
鳥
取
県
東
部
農
林
事
務
所
八
頭
事
務
所
の
若
松
所
長
、
鳥

取
県
林
業
試
験
場
の
上
月
場
長
ほ
か
職
員
２
名
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

組
合
か
ら
は
嶋
沢
組
合
長
ほ
か
役
職

員
10
名
が
参
加
し
、
総
勢
22
名
で
セ

ン
ダ
ン
の
苗
木
42
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　

本
組
合
管
内
で
植
樹
し
た
セ
ン
ダ

ン
が
福
岡
・
大
川
家
具
工
業
会
や
県

内
で
加
工
さ
れ
、
家
具
材
や
内
装
材

と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
、
今
後
も
植
樹
や
適
切
な
管
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�

文
責　

経
営
課
課
長　

森
田
佳
代

　

令
和
6
年
11
月
22
日
、
鳥
取
市
国
府
町
岡
益
地
内
の
皆
伐
・
再
造
林
地
に
、

鳥
取
大
学
附
属
小
学
校
（
太
田
隆
夫
校
長
）
の
5
年
生
児
童
66
名
と
、
鳥
取

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
水
野
治
郎
会
長
）
会
員
14
名
、
組
合
役
職
員
7
名

が
協
働
で
ス
ギ
・
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
コ
ン
テ
ナ
苗
木
2
0
0
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
参
加
す
る
児
童
へ
よ
り
深
く
森
林
・
林
業
へ

の
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
15
日
に
出
前
授
業
と
し
て
、

嶋
沢
組
合
長
が
小
学
校
へ
出
向
き
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い
、

児
童
は
真
剣
に
そ
の
内
容
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
植
樹
当
日
、
参
加
者
は
組
合
職
員
か
ら
の
植
樹
方
法
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
出
前
授
業
の
内
容
を

思
い
返
し
な
が
ら
、
大
き
く
育

つ
よ
う
願
い
を
込
め
て
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
の
苗
木
を
丁
寧
に
植

え
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
地
元
小
学
校
・
義
務
教
育
学

校
と
の
協
働
植
樹
は
平
成
29
年

か
ら
毎
年
続
い
て
お
り
、
今
回

で
8
校
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
森
林
・

林
業
の
大
切
さ
を
よ
り
深
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
校
と

の
出
前
授
業
や
協
働
植
樹
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

文
責
：
経
営
課
課
長
補
佐

�

　

濱
田
洋
輔

福
岡・大
川
家
具
工
業
と
の
セ
ン
ダ
ン
協
働
植
樹

福
岡・大
川
家
具
工
業
と
の
セ
ン
ダ
ン
協
働
植
樹

鳥
取
大
学
附
属
小
学
校
と

鳥
取
大
学
附
属
小
学
校
と

鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
協
働
植
樹
を
実
施

鳥
取
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
協
働
植
樹
を
実
施

参加者集合写真

植樹風景
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新
人
職
員
・
技
能
員
の
紹
介

○
令
和
７
年
４
月
１
日
付
採
用

　

経
営
課　
　

清し

水み
ず　

爽さ

妃き

（
鳥
取
市
出
身
）

「
新
し
い
環
境
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
の

指
導
の
も
と
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
も
着
実
に
力
を
つ
け
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

林
産
二
課　

森も
り

田た　

大だ
い

貴き

（
鳥
取
市
出
身
）

「
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」

○
令
和
６
年
11
月
20
日
付
採
用

　

林
産
二
課
内
田
班　
　

澤さ
わ　

祐ゆ
う

人と

（
岩
美
町
出
身
）

「
先
輩
方
、
職
員
の
方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
日
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

○
令
和
７
年
４
月
１
日
付
採
用

　

林
産
二
課
森
本
班　
　

木き

村む
ら　

悠ゆ
う

人と

（
鳥
取
市
出
身
）

「
日
々
先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
業
中
焦
ら
ず
着
実

に
作
業
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
現
場
を
経
験
し
、
確
実
で
安
全
な

作
業
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

林
産
二
課
森
本
班　
　

澤さ
わ

田だ　

優ゆ
う

希き

（
鳥
取
市
出
身
）

「
先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
技
術
を
習

得
し
安
全
を
確
保
し
て
作
業
に
励
み
ま
す
。
日
々
学
ぶ
こ
と
が
あ
る

の
で
確
実
に
作
業
を
行
い
、
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

林
産
二
課
内
田
班　
　

中な
か

島し
ま　

悠ゆ
う

斗と

（
鳥
取
市
出
身
）

「
日
々
皆
様
に
ご
指
導
を
う
け
な
が
ら
着
実
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

整
備
課
神
近
班　
　
　

清し

水み
ず　

祐ゆ
う

貴き

（
鳥
取
市
出
身
）

「
林
業
と
い
う
仕
事
は
、
未
経
験
で
す
が
、
先
輩
方
の
温
か
い
指
導

の
も
と
、少
し
ず
つ
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
打
ち
込
み
、
皆
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

技
術
職
員

　

現
場
技
能
員

　

林
産
一
課　

河か
わ

原は
ら　

慎し
ん

吾ご

（
鳥
取
市
出
身
）

「
林
業
未
経
験
の
た
め
、
勉
強
し
な
が
ら
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
先
輩
方
に
相

談
し
、
仕
事
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
様
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

林
産
二
課　

上う
え

嶋じ
ま　

克よ
し

宜の
り

（
鳥
取
市
出
身
）

「
未
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
現
場
で
信

頼
さ
れ
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、
真
摯
に
学
び
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

お
知
ら
せ

★
相
続
加
入
届
等
の

　
　
　
　
　

提
出
に
つ
い
て

★
組
合
員
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①�「
組
合
だ
よ
り
」「
組
合
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
配
布
等

に
よ
り
森
林・林
業
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

皆
伐・再
造
林
、搬
出
間
伐
等
の
施
業
を
組
合
に

委
託
し
行
う
場
合
、手
数
料
率
が
低
く
な
り
ま

す
。（
組
合
員
13
％
、組
合
員
外
19・5
％
）

③�

竹
林
整
備
事
業
や
松
く
い
虫
被
害
跡
地
整
備
事

業
、早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
な
ど
）植
栽
事
業
に
よ
る

植
栽
や
下
刈
な
ど
を
行
う
場
合
、組
合
か
ら
の

助
成
金
に
よ
り
組
合
員
の
負
担
が
な
く
な
り
ま

す
。

④�

皆
伐・再
造
林
事
業
で
、組
合
が
ス
ギ・ヒ
ノ
キ
の

人
工
林
の
伐
採
と
植
栽
、下
刈
の
各
作
業
を
組

合
員
か
ら
一
括
し
て
受
託
し
た
場
合
、1
㏊
あ

た
り
50
万
円
以
上
の
利
益
還
元（
返
金
）が
受
け

ら
れ
ま
す
。

組
合
員
の
相
続
人
の
方
で

①�

引
き
続
き
組
合
員
に
な
ら
れ
る
方
は
、
相
続
加

入
届
出
を
相
続
開
始
後
2
年
以
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②�

脱
退
を
さ
れ
る
方
は
脱
退
届
を
事
業
年
度
末

（
1
月
31
日
）
の
60
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
事
業
年
度
末
に
脱
退
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
出
資
金
の
払
い
戻
し
は
次
年
度
の

総
代
会
終
了
後
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
職
員
４
名
、
技
能
員
５
名
が
加
わ
り
、
総
勢
71
名
（
職
員
25
名
、

技
能
員
46
名
）
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
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